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論　　文　　の　　要　　旨

＜目的〉

　神経伝導速度の測定は官末槍神経障害を評価する有力な電気生理学的検査法である。従来の伝導

速度の計測法では菅最も速い成分事すなわち雪最大の径をもつ線維群の伝導速度についてのみ測定

が可能であった。しかしラ末梢神経線維東内には直径の異なる種々の神経線維が混在しており害疾

患により障害される神経線維の種類も異なることから事これらの神経線維の伝導速度を計測しうる

電気生理学的検査法の確立が望まれている。近年雪同一の神経線維の異なる2点で発生したインパ

ルスが衝突して打ち消し合う現象を利用したco11is豆㎝法を用いることにより里遅い伝導速度をもっ

神経線維の変化にっいても定量的な解析が可能になりっっある。本研究ではラ中西により改良され

たCOmSiOn法を用いて守各年齢の正常人と運動神経線維の変性が顕著な運動ニューロン疾患の患者

における神経線維群の伝導速度の分布を検討しヨ加齢や疾患により各末槍神経線維群の伝導速度が

どの様に修飾されるかを明らかにすることを目的とした。

＜対象と方法〉

　正常人の加齢による変化は雪20歳から80歳までの臨床的に末梢神経疾患のない60人を対象に検討

を行った。運動ニューロン疾患群における検討は雪筋萎縮性側索硬化症患者27例吾脊髄性筋萎縮症

患者14例害疾患患者群と年齢を合わせた対照40令の三者を対象とした。被験者の尺骨神経に肘部と

前腕中部の2ケ所で超最大刺激を加えラさらに。手関節部で閾値より最大強度までの可変刺激を加

えた。刺激によって誘発される反応として。小指外転筋の筋活動電位を表面電極により記録した。
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コンピューターを用いて事前2者の刺激による反応のうちう手関節部に与えられた刺激によってco1－

1isi㎝を受けなかった成分の波形を種々の刺激強度で算出した。前2者の刺激によるこれらの成分の

潜時の差と刺激問距離から各成分の反応の伝導速度を求めた。

＜結果と考察〉

（1）末楕の運動神経伝導速度は2群に分けることが出来た。それぞれ群の最大値を最大運動神経伝

　導速度（maxMCV）と最小運動神経伝導速度（minMCV）とし。以下の解析を進めた。

（2）正常人の末槍神経伝導速度はラmaxMCVが平均61．9m／s寄㎜bMCVが55．Om／sで曾個々の例に

　おける両者の差はラ2．6～12．Om／s（平均6．9m／s）であった。またヨmaxMCVと㎜inMCVの両者

　で年齢との間に有意な相関が認められ，回帰式は、それぞれヨmaxMCV＝64．42－O．05x年齢（P＜

　O，O05）ラmi双MCV＝60．45－O．亙2×年齢（P＜O．O肚）であった。以上の結果により加齢に伴い。

　minMCVのほうが減少の程度が大きいことが明らかにされた。

（3）筋萎縮性側索硬化症患者害脊髄性筋萎縮症患者のいずれでもmaxMCV，minMCVラおよび両者

　の差は事正常人に比べ減少していた。また、30代で発症した症例や事発病後1年以内の筋萎縮性

　側索硬化症患者ではラ正常人の加齢に伴う変化以上に㎜inMCVの減少の程度が著しかった。それ

　に対して雪60イO代で発症した症例やヨ発病後1年以上の筋萎縮性側索硬化症患者ではラ㎜axMCV

　がmi狐MCVと同等かそれ以上に著しく減少していた。ま一たヨ同程度の経過を持つ療法の疾患患者

　間で比較するとラmaxMCVとminMCVのいずれも筋萎縮性側索硬化症患者でより早く減少する

　傾向が認められた。これは筋萎縮性側索硬化症の進行が脊髄性筋萎縮症より早いという所見やヨ

　前者では後者より高頻度にne岨opathyや遠位部軸索変性が出現するという報告と一致する。

審　　査　　の　　要　　旨

　末梢神経障害の病態を把握するためにはラ神経線維の伝導速度の変化が有カな情報となりうる。

本研究で用いられている中西のCO111Si㎝法は、刺激部位を増やすことやコンピューター処理を導入

することによりヲ種々の直径の神経線維の伝導速度を従来の手法より正確に計測しうると考えられ

る。本研究はヨこの手法を用いて正常人の加齢に伴う伝導速度の変化を定量的に計測しヨ伝導速度

の比較的遅い神経線維群が加齢に伴いラより強い影響を受けることを初めて明らかにしている。こ

れの結果は，今後各種疾患の伝導速度の測定における年齢補正に際して有用であり事その利用価値

は大きい。ま・た本研究は。従来病理学的に剖検でしか検討できなかった筋萎縮性側索硬化症や脊髄

性筋萎縮症における運動神経線維の変性の過程や両者の差をラ電気生理学的にとらえることに成功

しておりヨその意義は大きく高く評価しうる。本成果を基盤にして、さらに種々の末梢神経障害の

病態生理やその経時的変化を検討することによってヨ本手法が末梢神経障害の診断や治療効果の判

定に有用な手段として確立されることを期待する。

　よってヨ著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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